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＜連絡事項＞

・第5回院内研修について
日時：10/20(火)、10/21(水)　17:30～18:30
場所：メモリアルホール　メンタルケア病棟４階
テーマ：「インフルエンザ・ノロ対策」
講師：感染対策管理委員会　委員長　東　志保
当日の出欠予定の記入を各自でお願いします。
Wizの書類フォルダー⇒教育委員会⇒平成27年⇒院内研修⇒第5回院内研修出欠表
・浴室の使用について

昨日スズメバチの巣を駆除しましたが、本日浴槽側にスズメバチが4匹入ってきており再び駆除しています。入浴で使用の際窓は開けないで下さい。

＜患者様連絡事項＞

・浪打　實様～本日昼からエプリッチ3個/日で開始になり、栄養より水分補給のためサポートゼリーと茶寒天を1日6個（2個/回）提供されます。昼食はむせこみなく全量摂取出来ている。

＜隔離室入室・患者様ケース検討＞

・小笠原　久年様～終日隔離中。9:00～16:00開放観察実施。

　　　開放観察実施中ですが、洗面などの日課終えると早々に自室に戻られています。壁に指でなぞるなど奇異行為みられていますが大声を出したり粗暴行為もなく落ち着いて過ごしています。引き続き精神症状の観察を行い、処遇改善に向け介入していきます。

・木村　格治　様～終日隔離中。

依然として威嚇口調での要求聞かれています。要求が通らないと、大声を出しドアを蹴る行為を繰り返しています。また、本日はヤクザに関する妄想発言も聞かれています。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善に向け介入していきます。
・小向　勝見　様～身体拘束中。

食事はホールで一部介助必要とするも自力で摂取しています。朝食は主食1/2・副食2/3　昼食は主食2/3・副食1/3摂取。チューブの抜去行為なく経過しています｡引き続き、離床機会を増やし、早期の拘束解除に向け介入をしていきます。

・黒澤　雄治郎様～身体拘束中。

経管栄養トラブル無し。本日、全身清拭行っていますがスタッフの声掛けに対し返答あり簡単な疎通が取れています。引き続き、循環障害に注意し早期の拘束解除に向け介入していきます。

＜要注目患者様＞

・渡部　博之様～本日従兄弟様との面会時にやや気分高揚感みられましたが、その後は落着いて過ごしています。会話もまとまりあり他者とのトラブルはありません。引き続き精神及び身体状態を観察していきます。

・和田　昌様～他者への干渉や威嚇したり、指示的になる事多く、作業時も他者への話し掛け多くみられています。トラブルとなる危険があり、常に見守り要しています。精神状態を観察しながら他者トラブルがないよう介入していきます。

・中山　真由美様～本日はホールで新聞を読んだり売店の中を覗き込むことありますが、購入希望は聞かれていません。タバコの本数は守る事出来ていますが要求が通らない時はスタッフオフィスのドアを音を立てて閉めるなどの行為あります。同室者とのトラブルや多飲水に注意しながら精神状態を観察していきます。

・與羽　光雄様～立位困難のため車椅子使用しています。朝食は自力で主食全量・副食1/3

                摂取されていますが食べこぼしみられています。昼食は眠気強く嚥下状態も悪く各食3口のみの摂取となっています。介入に対し強く抵抗する様子もみられます。転倒に注意しながら精神状態を観察していきます。

＜安ケ平Ｄｒ診察＞
・藤井　崇史様～定期より、レボトミン2T減量となります。臥床傾向のため体調が整い次第作業に参加するよう説明しています。

＜田名部Dr診察＞

・吹越　弘友紀様～てんかん発作は観察されなく、日中の覚醒度も改善している一方で、他者に粗暴的になることあります。食事は好き嫌いでのむらが大きく、残食が多くみられておりエンシュアなどを検討していきます。

ラミクタールは終了としトピナが増量となっています。

・福田　りわ様～時々入浴拒否見られているが、その他の不穏言動、粗暴行為もなく経過

しています。中途覚醒することもあるが大体睡眠はとれています。マーカー検査結果としてPIVKAⅡの異常もみられません。その他の結果も異常ないようであれば退院を決めていきます。

・下城　晴美様～10/6、7に恵水園での外泊を行ってきています。時々、怒鳴り声をあげたり、ドア蹴りなどあり、施設側としては、帰院時に受け入れは困難とのことでしたが、昨日、改めて職員と話し合い、他利用者への暴力などがなければみていただく方向で決めています。15日あたりの退院を考えていきます。

・中居　ゆり様～現在は幻聴、妄想の訴えもなく夜間の睡眠もとれ日中も落ちついて生活しています。主剤のリスペリドン1mmgの他に今後の退院後の生活安定を図っていくためにクユチアピン25mgが追加処方となっています。

・浪打　實様～食止めとなっていましたが、本日昼食よりエプリッチ3個/日開始となっています。昨夜は一時、酸素飽和濃度は80％台から上がらないことあり酸素を10L/分まで増量しています。今朝は5L/分で95％となり喘鳴などもみられません。補液は継続していきます。ゼリーで服薬はできています。

・高橋　伸治様～独語は時々観察されることありますが、概ね表情も穏やかに奇異な言動もなく経過しています。夜間睡眠、食事摂取の状況もよく自ら退院をせがんできたりする様子もみられず落着いて過ごしています。

＊医療ガス災害時･緊急時の対応について、カンファレンス内で研修を実施しています。

・緊急連絡網の周知　　

・緊急時の酸素供給停止レバー操作法

・緊急時に使用する酸素ボンベの所在場所や残量の確認法、使用できる時間の計算法

